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令
和
4
年
12
月
15
日

㈭
、
松
原
市
文
化
会
館
に

て
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
61
名
の
会
員
が

出
演
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
縄
田
会
長
が

開
催
の
喜
び
と
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、

元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
カ
ラ

オ
ケ
に
移
り
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
華
や
か
な
ド

レ
ス
や
着
物
、
お
し
ゃ
れ

な
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
歌
を

じ
っ
く
り
と
熱
唱
。
会
場

に
響
き
渡
る
素
晴
ら
し
い

歌
声
に
、
客
席
は
拍
手
や

ペ
ン
ラ
イ
ト
を
振
っ
て
応

え
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

※写真はランダムに選ばせていただきました。※写真はランダムに選ばせていただきました。
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　令和 5 年 5 月 12 日㈮、松原市役所 8 階大会議室において、令和

5 年度松原市老人クラブ連合会（元希者クラブ松原）総会が開催さ

れました。

　本年度の総会は 2 部構成で行われ、第 1 部の式典では長谷川総

務部長司会の下、辻村副会長による開会宣言で幕明け。物故者への

黙とうの後、縄田会長があいさつを述べられました。

　その後、来賓の澤井市長、森田市議会議長、堤社会福祉協議会

会長からご祝辞をいただき、市老連役員の紹介、感謝状贈呈へと続き

ました。本年度は、松原市老連の単位クラブ会長を5 年以上務められ、

その役を退任された 3 名の方が対象となりました。代表として松原第

3 連合サンシティ和の会の倉橋潔さんが登壇され、縄田会長から賞状

が手渡されました。

　続いて、単位クラブ新会長紹介の後、天美西連合の石田盛夫さん

が議長に選出され、議事へと移りました。令和 4 年度事業報告、決

算報告、会計監査報告、令和 5 年度事業計画（案）、予算（案）が

審議され、質疑応答を経て満場一致の拍手を持って承認されました。

　休憩をはさんで第 2 部では、松原警察署による交通安全・防犯講

習会が行われました。まずは生活安全課防犯係の片岡さんが、近年、

増加傾向にある特殊詐欺の中でも、特に発生件数の多い還付金詐欺

について、事例を紹介しながら防犯策を説明されました。続いて、交

通課の山口さんが 4 月 1 日から自転車利用者のヘルメット着用が努力

義務化されたことに触れられ、転倒による死亡事故防止のため、着用

をすすめるよう呼びかけられました。

　

5
月
12
日
、
澤
井
市
長
・
森

田
市
議
会
議
長
・
堤
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
の
ご
来
賓
を
頂

き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
い
進
め

ら
れ
、
全
議
案
が
原
案
通
り
満

場
一
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
、
足
掛

け
4
年
間
十
分
な
活
動
も
で
き

ず
、
会
員
様
に
は
、
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
に
よ
る
外
出
自
粛

願
い
の
為
、
各
苑
に
も
出
向
く

こ
と
も
出
来
ず
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
松
原
も
遠
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
す
べ
て
の
行
動

制
限
も
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
し
て
い
る
全
て
の
事
業

を
、
各
専
門
部
で
意
思
統
一
し

み
ん
な
で
頑
張
り
、
元
気
・
笑

顔
あ
ふ
れ
る
松
原
を
取
り
戻
し

ま
す
。
会
員
各
位
様
一
層
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
巣
ご
も

り
か
ら
脱
皮
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
第
1
回
Ｓ

Ｃ
大
阪
輪
投
げ
大
会
で
は
3
位

入
賞
、
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
大
阪
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
1
位

と
快
挙
の
実
績
も
あ
り
ま
す
。

　

今
期
は
Ｎ
Ｃ
開
発
部
で
は
、

デ
ィ
ス
コ
ン
・
ダ
ー
ツ
・
防
災

研
修
等
楽
し
み
な
年
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
大
人
の
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
も
積
極
的
に
参
加
頂
き

ま
し
た
。
誰
で
も
美
し
い
絵
が

描
け
る
新
し
い
趣
味
で
す
。
あ

ら
か
じ
め
下
絵
が
描
い
て
あ
る

た
め
、
絵
が
苦
手
な
方
で
も
塗

る
だ
け
で
完
成
度
の
高
い
作
品

が
仕
上
が
り
ま
す
。
認
知
症
の

発
症
を
防
ぐ
に
は
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
脳
の
活
性
化
が
大

切
で
す
。
塗
り
絵
を
し
て
い
く

事
で
、
脳
の
色
々
な
場
所
を
刺

激
し
活
性
化
で
き
ま
す
の
で
、

お
薦
め
で
す
。
大
人
の
塗
り
絵

で
脳
を
鍛
え
て
健
康
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　

「
元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

は
健
康
長
寿
を
延
ば
し
、

い
つ

ま
で
も
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
松
原
市

歌
の
歌
詞
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
何

時
で
も
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
簡

単
に
取
り
組
め
る
体
操
で
す
。

こ
ち
ら
も
是
非
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
、
そ
の
他
は
松
原

市
高
齢
介
護
課
ま
で
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原

会
長　
会
長　

縄
田　
　

榮

縄
田　
　

榮

令
和
５
年
度
定
時
総
会
を
終
え
て

令
和
５
年
度
定
時
総
会
を
終
え
て
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（自令和5年4月1日　至令和6年3月31日）（自令和5年4月1日　至令和6年3月31日）

役員会・定例12回 ／ 理事会・定例12回 ／ 各部会　通年

市 老 連 関 係 府 老 連 関 係

４月 令和 4 年度会計監査 市町村老連事務担当者会議（14日）

５月

総会
囲碁・将棋大会
グラウンドゴルフ大会
春の交通安全運動市民大会
介護予防教室（松寿苑）

理事会（12 日）
評議員会（26 日）
ごみゼロの日（30 日）

６月

元希者クラブの集い（文化会館）
介護予防教室（天美荘）
活動交流会、健康の集い

（まつばらテラス（輝））
卓球大会

近畿ブロックリーダー研修会
（兵庫県 29 日）

７月

「元希者だより」発行
介護予防教室（弁天苑）
男性料理教室
ニューチャレンジ開発部研修会

「ねんりん OSAKA」発行（１日）
老人クラブ活動サポート事業説明会

（3 日）
公式ワナゲ普及員養成講座

（SC 大阪市町村老連若手研修会 28 日）

８月
会員増員促進活動
笑いのある健康教室（まつばらテラス（輝））
ボウリング大会

理事会（17 日）
市町村老連会長会議（17 日）

９月

元希者作品展
秋の交通安全市民大会
地域支え合い事業
市老連ウォーキング
介護予防講座（まつばらテラス（輝））
地域交流会
体力測定
苑公式ワナゲ大会

府老人クラブ大会（12 日）
老人の日（15 日）
老人週間（15 ～ 21 日）
全国一斉「社会奉仕の日」（20 日）
SC 大阪健康づくり大学校開講式（29 日）

10月

カラオケ大会（文化会館）
SC 大阪グラウンドゴルフ大会
市民まつり
介護予防教室（三宅連合）
公式ワナゲ松原大会

SC 大阪グラウンドゴルフ大会（17 日）
SC 大阪地域支え合い活動研修会

（25 日）

11月

元希者クラブ松原グラウンドゴルフ交流会
介護予防教室（恵寿苑）
日帰り研修
女性料理教室
ボウリング大会
ニューチャレンジ開発部研修会

全国老人クラブ大会 (8 日～ 9 日）
SC大阪ニュースポーツ体験交流会(16日）
SC 大阪健康づくり大学校閉講式（24 日）

12月
公式輪投げ大阪大会
卓球大会

SC 大阪公式ワナゲ大会（8 日）

令和6年

１月

「元希者だより」発行
ウォーキング（六社参り）
元希者エクササイズ応援隊研修会
介護予防教室（新町福寿苑）

「ねんりん OSAKA」発行（1 日）
理事会（12 日）
市町村老連会長会議（12 日）

２月

笑いと健康体操（まつばらテラス（輝））
介護予防教室（天美荘）
介護予防部研修会
地域交流会

市町村老連女性代表者会議（9 日）
SC 大阪市町村老連女性リーダー研修

（9 日）

３月 体力測定 理事会（予算・事業計画）（22日）

役　　職 地 区 役 職 氏　　名

会 　 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 縄田　　榮

副 会 長 松原第３連合会長 ･ 理事 辻村　一夫

副 会 長 兼 会 計 新町第 2 連合会長 ･ 理事 山本　壽夫

副 会 長 松原第２連合会長・理事 作田　　修

書 　 記 恵 我 連 合 会 長・ 理 事 岡嶋　清一

総 務 部 長 天美東連合会長・理事 長谷川修一

総 務 副 部 長 恵 我 連 合 理 事 高根沢林作

総 務 副 部 長 松 原 第 １ 連 合 理 事 田渕　良一

文 化 部 長 松 原 第 １ 連 合 理 事 小林　良子

文 化 副 部 長 天 美 西 連 合 理 事 夏野　　薫

文 化 副 部 長 恵 我 連 合 理 事 岩尾　健司

体 育 部 長 松原第１連合会長・理事 山本　和男

体 育 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 橋本　清一

体 育 副 部 長 三 宅 連 合 理 事 池田　　明

広 報 部 長 三 宅 連 合 会 長・ 理 事 米田　　剛

広 報 副 部 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 小谷　洋一

広 報 副 部 長 天 美 東 連 合 理 事 坂田　繁数

社 会 部 長 新町第 1 連合会長 ･ 理事 土井　恒雄

社 会 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 中西　孝吉

保 健 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 中村　嘉男

保 健 副 部 長 天 美 西 連 合 理 事 松田　勝治

介 護 予 防 部 長 天美西連合会長・理事 北田　　茂

介護予防副部長 松 原 第 ２ 連 合 本庄　満枝

女 性 部 長 新 町 第 １ 連 合 理 事 空山美喜子

女 性 副 部 長 新 町 第 ２ 連 合 理 事 竹田　愃子

若 手 部 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 浅田　吉治

若 手 副 部 長 三 宅 連 合 会 長 ･ 理 事 米田　　剛

若 手 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 新出　利幸

ニューチャレンジ開発部長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 水野　清美

ニューチャレンジ開発副部長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 喜多　豊子

会 計 監 査 三 宅 連 合 三木　健次

会 計 監 査 天 美 西 連 合 小杉　武雄

連  合  名 単 位 ク ラ ブ 名 氏　　名

松原第３連合 サ ン シ テ ィ 和 の 会 倉橋　　潔

松原第３連合 松 東 福 寿 会 穂園フミ子

恵 我 連 合 一 津 屋 和 楽 会 山本　繁義

令和5年度 感謝状贈呈者令和5年度 感謝状贈呈者（敬称略）（敬称略）

令和5年度令和5年度  元希者クラブ松原役職名簿元希者クラブ松原役職名簿

令和5年度 元希者クラブ松原事業計画令和5年度 元希者クラブ松原事業計画
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令
和
5
年
4
月
23
日
㈰
に

堀
長
栄
会
の
演
芸
大
会
を
開

催
し
た
。
去
年
は
コ
ロ
ナ
の

勢
い
も
収
束
化
、
近
隣
の

方
々
を
元
気
付
け
る
為
に
老

人
ク
ラ
ブ
の
先
陣
を
切
っ
て

町
会
、福
祉
の
役
員
の
方
々
、

歌
謡
講
師
や
他
苑
の
有
志
の

方
々
、
そ
し
て
歌
手
の
「
藤

み
え
こ
」
さ
ん
を
招
き
開
催

し
た
。
今
年
は
4
年
ぶ
り
に

第
二
長
栄
会
と
共
に
第
一
・

第
二
合
同
の
「
長
栄
会
演
芸

大
会
」
を
開
催
す
る
事
と

な
っ
た
。
又
、
例
年
通
り
堀

み
ど
り
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と

交
流
し
歌
と
踊
り
で
花
を
添

え
て
頂
い
た
。

　

開
演
の
挨
拶
で
は
第
二
の

山
田
会
長
と
並
ん
で
堀
の

ハ
ッ
ピ
を
着
て
、
近
鉄
線

で
東
と
西
に
別
れ
て
い
る

が
「
堀
は
一
ツ
」
と
、
よ
り

連
帯
を
深
め
よ
う
と
挨
拶
し

た
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に

し
開
演
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
私
が

名
曲
「
愛
を
あ
り
が
と
う
」

を
、
堀
の
皆
さ
ん
「
あ
り
が

と
う
」の
思
い
で
熱
唱
し
た
。

午
前
中
は
長
栄
会
会
員
の
歌

が
続
き
、
午
後
一
番
は
華
々

し
く
民
踊
二
曲
を
連
踊
。
そ

の
後
、
島
根
県
民
踊
・
安
来

節
に
乗
せ
て
「
ど
じ
ょ
う
す

く
い
踊
り
‼
」。
熟
練
し
た

踊
り
に
拍
手
喝
采
！

　

そ
の
後
、
み
ど
り
ク
ラ
ブ

の
方
達
と
の
歌
合
戦
～
新
舞

踊
～
堀
の
自
称
歌
手
？
の
熱

唱
が
続
き
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

堀
の
音
頭
取
り
、
岩
本
和
敏

さ
ん
の
名
調
子
「
美
津
子
の

河
内
音
頭
～
酒
飲
め
音
頭
」

の
歌
に
乗
せ
会

場
内
い
っ
ぱ
い

の
輪
踊
り
で
締

め
く
く
っ
た
。

　

久
し
ぶ
り
の

華
や
か
な
衣
装

を
付
け
、
又
、

久
し
ぶ
り
の
知

人
、
友
人
に
逢

え
て
、
楽
し
い

一
時
を
過
す
こ

と
が
出
来
、
良

い
心
の
癒
し
と

な
っ
た
。
出
演

者
及
び
見
学
者

　

「
マ
ス
ク
の
着
用
は
3
月

13
日
以
降
は
本
人
の
自
由
意

思
に
任
せ
ま
す
」
と
岸
田
首

相
の
お
達
し
が
あ
り
、「
よ
っ

し
ゃ
新
し
い
口
紅
を
買
わ
な

き
ゃ
！　

ほ
ほ
紅
も
要
る
な

あ
」。
テ
レ
ビ
で
は
マ
ス
ク

の
下
で
た
る
ん
だ
肌
の
為

に
、
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
顔

筋
肉
の
体
操
ま
で
や
っ
て
は

る
。

　

「
何
か
ら
始
め
よ
う
か
」

と
思
い
ト
イ
レ
に
入
る
と

（
元
気
で
長
生
き
十
ケ
条
）

一
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
ス
マ

イ
ル
ス
マ
イ
ル
、の
文
字
が
。

　

「
そ
う
や
、
マ
ス
ク
取
っ

た
ら
ま
ず
笑
顔
や
、
怒
っ
た

ら
ア
カ
ン
。
い
つ
も
に
こ
に

こ
ス
マ
イ
ル
ス
マ
イ
ル
、
こ

れ
で
い
こ
」。

　

「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
」。

　

翌
日
の
天
美
荘
一
番
乗
り

は
ち
ょ
っ
と
前
に
骨
折
で

3
カ
月
以
上
入
院
な
さ
っ

て
、
車
い
す
生
活
に
な
る
の

で
は
と
思
わ
れ
て
い
た
け
ど

奇
跡
の
復
活
を
さ
れ
、「
長

い
こ
と
休
ん
で
ま
し
た
け
ど

又
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
っ

せ
」
と
菓
子
折
を
さ
げ
て
ご

あ
い
さ
つ
に
来
は
っ
た
会
員

さ
ん
。
今
で
は
以
前
に
も
増

し
て
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
元
希
者

に
…

　

「
退
院
な
さ
っ
て
久
し
ぶ

り
に
天
美
荘
へ
娘
さ
ん
に
つ

き
そ
わ
れ
て
来
は
っ
た
時
は

ほ
ん
ま
に
感
動
し
た
よ
」と
、

家
に
帰
り
満
面
の
笑
顔
で
息

子
に
話
す
と
「
お
か
ん
、
マ

ス
ク
で
分
か
ら
ん
か
っ
た
け

ど
人
前
で
笑
っ
た
ら
あ
か
ん

で
、
エ
ラ
イ
し
わ
が
出
る

な
ぁ
～
」
と
息
子
が
し
み
じ

み
と
‼

（
油
上
敬
友
会　

林　

美
保
子
）

は
、
延
べ
約
1
6
0
名
で
し

た
。準
備
応
援
頂
い
た
町
会
、

会
員
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
堀
第
一
長
栄
会　

石
田　

盛
夫
）

天美西連合《12単位クラブ・554人》

「
管
理
人
は
見
た
　
そ
の
②
」

「
管
理
人
は
見
た
　
そ
の
②
」

　　
還還

か

え

か

え

っ
て
き
た
天
美
荘
の
元
希
者

っ
て
き
た
天
美
荘
の
元
希
者

令
和
令
和
55
年
度
　
堀
長
栄
会
演
芸
大
会
が

年
度
　
堀
長
栄
会
演
芸
大
会
が

44
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

元
気
に
な
っ
て
…

元
気
に
な
っ
て
…

あ
な
た
は

あ
な
た
は

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

で
す
ネ

で
す
ネ
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松原第３連合《13単位クラブ・809人》

健
康
長
寿
を
目
指
し
て
！

健
康
長
寿
を
目
指
し
て
！

第第
2323
回
体
力
測
定
に
参
加
！

回
体
力
測
定
に
参
加
！

　

2
0
1
1
年
か
ら
、
松
寿

苑
で
卓
球
（
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
）練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
お
遊
び
ピ
ン
ポ
ン
で

し
た
が
、
最
近
で
は
本
格

的
卓
球
で
す
ご
く
技
術
的

に
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原
の

卓
球
大
会
も
今
年
6
月
で

第
17
回
を
向
え
ま
す
が
、

優
勝
も
3
回
し
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
に
は
卓
球
は
も

の
す
ご
く
体
に
、
脳
に
良

い
ス
ポ
―
ツ
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
皆
様
、
各
苑

で
卓
球
練
習
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
入
部
し
て
楽
し

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
原
第
3
連
合

若
手
部　

浅
田　

吉
治
）

　

3
月
30
日
㈭
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

約
1
年
半
の
空
白
が
あ
る

中
、
松
寿
苑
に
て
独
居
老
人

の
会
ふ
れ
あ
い
の
集
い
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

入
口
で
体
温
を
は
か
り
、

手
の
消
毒
を
す
ま
せ
て
参

加
、25
名
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

縄
田
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

公
式
わ
な
げ
の
ル
ー
ル
を

少
し
ゆ
る
め
て
輪
を
入
れ
る

こ
と
に
集
中
、
頭
で
考
え
る

よ
う
に
は
な
か
な
か
入
り
ま

せ
ん
。
輪
の
入
っ
た
数
の
計

算
、
あ
と
時
間
い
っ
ぱ
い
童

謡
を
口
ず
さ
み
、
そ
れ
ぞ
れ

の
故
郷
や
子
ど
も
の
頃
、
両

親
の
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

い
よ
い
よ
得
点
発
表
、
3

等
賞
、
2
等
賞
、
1
等
賞
を

読
み
上
げ
る
と
大
き
な
拍
手

で
表
彰
式
景
品
を
い
た
だ

き
、
後
の
方
は
参
加
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
食
事
も

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま

だ
無
理
か
な
と
お
弁
当
を
い

た
だ
き
、
ま
た
の
機
会
を
楽

し
み
に
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

　

良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

短
い
時
間
で
し
た
が
コ
ロ
ナ

の
こ
と
も
忘
れ
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

女
性
部
の
活
動
が
思
う

よ
う
に
で
き
て
い
な
い
中
、

や
っ
と
の
思
い
で
開
催
で
き

た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。（

松
寿
苑　

倉
本　

朋
子
）

　コロナでしばらくの間クラブも休みでしたが、　コロナでしばらくの間クラブも休みでしたが、

再開の運びになり、皆様も出席して頂きよろこんでいます。再開の運びになり、皆様も出席して頂きよろこんでいます。

歌、体操、川柳、華道、いろいろなクラブがありますので歌、体操、川柳、華道、いろいろなクラブがありますので

皆様一度苑まで足を運んで下さいね。皆様一度苑まで足を運んで下さいね。

広報部広報部

松原第3連合よりおしらせ松原第3連合よりおしらせ

コ
ロ
ナ
禍
収
束
の
兆
し
が
見
え
る
中
、

コ
ロ
ナ
禍
収
束
の
兆
し
が
見
え
る
中
、

ふ
れ
あ
い
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
！

ふ
れ
あ
い
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
！

楽
し
み
な
が
ら
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
！

楽
し
み
な
が
ら
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
！

松
寿
苑
で
卓
球
練
習

松
寿
苑
で
卓
球
練
習

　2 月 15 日㈬、13 時受付開始で 13 時 30 分より開会式をはじめ

まして、市老連副会長、作田様よりご挨拶があり、脳トレーニング、

エクササイズを山本壽夫隊長のもとで行いました。

　その後、競技にはいり和気あいあいで楽しく行いました。

（松原第 3 連合　若手部　浅田　吉治）
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こ
の
春
3
月
、
恵
我
連
合
の

皆
さ
ん
と
旅
行
（
日
帰
り
）
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
3
年
ぶ
り

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
昨
年
、
一
昨
年
と

話
は
出
ま
し
た
が
「
ま
だ
早
い

ワ
」「
怖
い
ワ
」
な
ど
の
声
が

強
く
（
ム
リ
な
い
）
見
送
り
で

し
た
。
今
年
に
入
り
、
感
染
者

も
大
幅
に
下
が
り
マ
ス
ク
も
個

人
判
断
。
メ
ン
バ
ー
の
解
放
感

も
少
し
は
上
が
り
決
行
し
ま
し

た
。

　

行
先
は
旅
行
業
者
の
案
で
和

歌
山
・
白
浜
ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア

で
昼
食
、
温
泉
O 

K
、
道
中
買

い
物
。

　

当
日
参
加
者
は
66
名
、
バ
ス

2
台
に
分
乗
し
ま
し
た
。
白
浜

と
い
え
ば
三
段
壁
、
千
畳
敷
の

見
学
コ
ー
ス
、
若
い
と
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
と
な
り
ま

す
が
歩
く
の
は
し
ん
ど
い
の
で

ち
ょ
ー
ド
良
い
。
ホ
テ
ル
の
昼

食
は
会
席
料
理
、
さ
す
が
に
海

の
物
お
刺
身
中
心
。
小
ぶ
り
で

す
が
ア
ワ
ビ
も
あ
り
、お
茶
？
、

ビ
ー
ル
で
酔
い
、
皆
さ
ん
隣
の

人
、
前
の
席
の
方
た
ち
と
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。
余
興
は
各
ク

ラ
ブ
か
ら
1
～
2
名“
元
歌
手
”

の
方
た
ち
で
の
カ
ラ
オ
ケ
交

流
。
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
熱
唱

で
し
た
。
ホ
テ
ル
で
の
盛
り
上

が
り
は
終
わ
り
、
帰
り
は
白
浜

で
は
定
番
？
と
れ
と
れ
市
場
で

買
い
物
。
す
で
に
多
く
の
方
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も

ツ
マ
ミ
な
ど
で
ヒ
ト
選
び
。
帰

り
の
バ
ス
は
、
か
な
り
元
気
な

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
ウ
ツ
ラ

寝
る
状
態
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

今
、
世
間
は
コ
ロ
ナ
前
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
家
族
で
行

く
も
の
楽
し
い
で
す
が
、
団
体

で
の
旅
行
も
ま
た
格
別
、
少
し

ず
つ
参
加
さ
れ
る
こ
と
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
末
広
会　

青
木　

正
吉
）

　
城
連
寺
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

3
月
31
日
㈮
久
し
ぶ
り
の
「
お

花
見
遠
足
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
以
上
に
わ

た
り
「
お
花
見
遠
足
」
や
「
ハ

イ
カ
イ
シ
リ
ー
ズ
の
ハ
イ
キ
ン

グ
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
28

名
の
参
加
、ま
さ
し
く
春
爛
漫
、

桜
満
開
の
奈
良
公
園
へ
大
型
バ

ス
で
出
か
け
ま
し
た
。

　

毛
の
生
え
変
わ
り
の
時
期

か
、
毛
羽
だ
っ
た
鹿
と
鹿
の
糞

に
気
を
付
け
な
が
ら
南
大
門
を

く
ぐ
り
、
大
仏
殿
参
拝
の
グ
ル

ー
プ
や
春
日
野
園
地
へ
の
な
だ

ら
か
な
コ
ー
ス
を
取
っ
た
グ
ル

ー
プ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
花
を
楽

し
み
、
又
合
流
し
て
氷
室
神
社

の
し
だ
れ
桜
見
物
へ
と
歩
き
ま

し
た
。
氷
室
神
社
で
は
、
氷
塊

の
上
に
お
み
く
じ
を
乗
せ
る
と

文
字
が
浮
か
び
上
が
る
「
氷
み

く
じ
」に
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。

　

奈
良
公
園
は
大
勢
の
人
々
、

特
に
海
外
か
ら
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼

食
を
と
り
、
興
福
寺

国
宝
館
な
ど
見
学
の

後
、
農
産
物
直
売

所
「
旬
の
駅
」
に
も

立
ち
寄
り
買
い
物
。

少
々
疲
れ
て
も
、
久

し
ぶ
り
の
遠
足
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
春

の
日
の
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

（
城
連
寺
シ
ニ
ア

　

ク
ラ
ブ
会
長　

坂
田　

繁
数
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

の
会
員
数
は
山
崎
体
育
部
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
51
名
。
練
習
会
場

は
福
寿
苑
近
く
の
自
由
広
場
。

野
球
も
で
き
る
大
き
な
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
す
。
メ
ン
バ
ー
も
最
高

齢
の
方
は
90
歳
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

朝
9
時
よ
り
、
ラ
ジ
オ
体
操

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
早
速
、

各
ホ
ー
ル
に
別
れ
て
、
5
人
位

を
1
組
に
し
て
進
め
て
い
き
ま

す
。
長
い
距
離
は
50
ｍ
か
ら
短

い
距
離
は
15
ｍ
位
ま
で
、
8
つ

の
ホ
ー
ル
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
又
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

歴
15
年
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
、
始

め
た
ば
か
り
の
方
ま
で
皆
さ
ん

一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
週
2
回
、
月
金
で

す
。
打
っ
た
ボ
ー
ル
は
必
ず
し

も
狙
っ
た
通
り
に
は
行
き
ま
せ

ん
。土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
の
で
、

小
さ
い
け
れ
ど
盛
り
上
が
っ
た

り
、
へ
っ
こ
ん
だ
り
で
、
途
中

で
方
向
が
少
し
左
に
右
に
ず
れ

ま
す
。
勿
論
ま
っ
す
ぐ
に
転
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
運
」
に
よ
る
と
こ
ろ
と
な
り

ま
す
。
距
離
の
長
い
ホ
ー
ル
で

は
強
く
打
と
う
と
し
て
、
ク
ラ

ブ
ヘ
ッ
ド
が
少
し
左
に
、
あ
る

い
は
右
に
傾
く
と
方
向
が
狙
い

通
り
に
い
き
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
距
離
を
合
わ
せ
よ
う

と
打
つ
力
を
加
減
す
る
と
、
ホ

ー
ル
の
か
な
り
手
前
で
止
ま
っ

て
、中
々
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

で
も
上
手
な
人
は
第
2
打
目
で

見
事
な
リ
カ
バ
リ
ー
で
ホ
ー
ル

イ
ン
し
て
い
ま
す
。
又
、
第
1

打
で
の
ホ
ー
ル
イ
ン
も
あ
り
ま

し
た
。「
ス
ゴ
イ
！
」「
ナ
イ
ス

イ
ン
」
の
声
が
あ
が
り
ま
す
。

　

な
ご
や
か
な
楽
し
い
雰
囲
気

で
す
。全
く
の
初
心
者
の
私
も
、

リ
ー
ダ
ー
の
山
崎
さ
ん
の
配
慮

で
一
緒
に
練
習
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
回
っ
て
る
う
ち
に
、

少
し
慣
れ
て
緊
張
も
解
け
て
、

夢
中
で
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
振
っ
て

い
ま
し
た
。
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
実
感
し
ま
し
た
。

　

練
習
で
歩
い
た
距
離
は

3 

7 

0 

0
歩
で
し
た
。
運
動
不

足
の
解
消
に
な
り
ま
す
。
頭
も

使
い
ま
す
。
参
加
し
て
い
る
人

は
女
性
よ
り
男
性
の
方
が
多
い

で
す
。
ゴ
ル
フ
に
似
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
だ
か
ら
か
な
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

（
広
報
部
）

老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　

バ
ス
ツ
ア
ー

恵

我

連

合

恵

我

連

合
（

恵

寿

苑

）

（

恵

寿

苑

）

私
達
の
ク
ラ
ブ
紹
介

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

新

町

第

一

連

合

新

町

第

一

連

合
（
新
町
福
寿
苑
）

（
新
町
福
寿
苑
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
こ
こ
数
年
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
中
止
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
久
々
に

日
帰
り
で
5
月
7
日
㈰
に
行

先
：
浄
土
宗
総
本
山「
知
恩
院
」

昼
食
：
お
ご
と
温
泉
「
琵
琶
湖

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
参
加
28
人
楽
し
く

参
加
さ
れ
、
次
は
一
泊
で
行
く

の
を
楽
し
み
だ
と
言
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

（
鶴
亀
会　

山
本　

壽
夫
）

天

美

東

連

合

天

美

東

連

合
（

弁

天

苑

）

（

弁

天

苑

）

久
し
ぶ
り
の

　

「
お
花
見
遠
足
」

　
　

満
開
の
奈
良
公
園
へ

新

町

第

二

連

合

新

町

第

二

連

合

（

つ

る

か

め

苑

）

（

つ

る

か

め

苑

）

令
和
5
年
度
つ
る
か
め
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

★
各
連
合
・
苑
・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ご
紹
介
！

★
各
連
合
・
苑
・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ご
紹
介
！

★
世
代
間
交
流
、
学
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
活
発
で
す
！

★
世
代
間
交
流
、
学
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
活
発
で
す
！
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1
月
20
日
㈮
8
時
50
分
集

合
・
9
時
出
発
。

　

い
つ
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
三
宅
町
土
地
改
良
区

を
定
刻
通
り
出
発
し
ま
し
た
。

今
回
の
初
詣
に
は
、
米
田
連
合

会
長
が
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
を

頂
い
て
実
施
で
き
た
こ
と
を
、

ま
ず
言
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

役
員
会
で
、
1
月
20
日
に
多

賀
大
社
か
ら
近
江
八
幡
水
郷
め

ぐ
り
を
会
費
8
0
0
0
円
で
30

名
以
上
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

16
名
し
か
応
募
者
は
な
く
、
ど

う
し
よ
う
か
観
光
会
社
に
話
し

ま
し
た
が
合
わ
ず
キ
ャ
ン
セ
ル

と
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
初

詣
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を

裏
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
、

次
の
旅
行
業
者
を
探
索
し
て
今

回
の
業
者（
日
本
城
ト
ラ
ベ
ル
）

に
同
じ
条
件
で
同
じ
コ
ー
ス
を

回
っ
て
頂
け
る
所
を
見
つ
け
て

頂
き
ま
し
た
。
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
再
度

募
集
を
か
け
る
と
、
21
名
の
応

募
が
あ
り
、
決
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

最
初
に
こ
の
一
年
を
「
健
康

で
仲
間
と
健
や
か
に
過
ご
せ
ま

す
よ
う
に
」
と
多
賀
大
社
で
お

願
い
し
て
記
念
写
真
を
と
り
ま

し
た
。

　

彦
根
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
し
る
万
」
で
サ
ー
モ
ン
刺
身

弁
当
で
お
腹
を
満
た
し
、
次
の

多
賀
S
A
で
ち
ょ
っ
と
し
た
買

い
物
、
そ
の
あ
と
近
江
八
幡
水

郷
め
ぐ
り
と
す
す
ん
で
い
き
ま

し
た
。
水
辺
で
さ
ぞ
か
し
、
寒

い
だ
ろ
う
と
、
覚
悟
し
て
い
き

ま
し
た
ら
、
一
艘
で
8
名
分
、

船
会
社
の
方
で
綿
入
り
の
半
纏

と
湯
た
ん
ぽ
と
掛
毛
布
を
用
意

し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
寒
さ

は
そ
れ
ほ
ど
こ
た
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
船
頭

さ
ん
は
手
漕

ぎ
の
櫂
で
全

行
程
を
漕
ぎ
、

と
こ
ろ
ど
こ

ろ
で
案
内
を

し
て
い
た
だ

き
満
足
い
く

水
郷
め
ぐ
り

で
し
た
。

　

最

後

は
、

井
筒
八
幡
で

2
0
0
0
円

の
ク
ー
ポ
ン

券
を
も
ら
っ

て
最
後
の
お

土
産
を
ゲ
ッ

ト
し
て
帰
路

に
つ
き
、
無
事
帰
阪
出
来
ま
し

た
。
ま
た
の
機
会
に
大
勢
の
参

加
を
期
待
し
ま
す
。

（
き
ら
く
会　

広
報
部
）

三

宅

連

合

三

宅

連

合
（

き

ら

く

会

）

（

き

ら

く

会

）

      

　

コ
ロ
ナ
の
終
息
も
ま
だ
先
が

見
え
ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
生
活
に

な
っ
て
3
年
に
な
り
ま
す
。
最

近
マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判

断
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
々
外

す
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
外
出
制

限
、
友
人
と
の
出
会
い
も
限
ら

れ
て
寂
し
い
思
い
を
し
て
来
ま

し
た
。
そ
の
為
に
運
動
不
足
と

な
り
、
筋
力
の
低
下
が
ひ
ど
く

気
に
病
む
所
と
な
り
ま
し
た
。

高
見
松
寿
会
で
は
町
会
会
館

で
、
手
芸
教
室
と
体
操
教
室
は

指
導
者
に
教
え
を
乞
い
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
手
芸

教
室
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
み
に
集
ま
り
、
花
、
ネ
ッ
ク

レ
ス
、
ビ
ー
ズ
の
小
物
な
ど
、

秋
の
元
希
者
作
品
出
展
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

体
操
教
室
で
は
ス
ト
レ
ッ
チ

筋
力
や
腹
筋
運
動
な
ど
、
一
日

も
早
く
筋
力
の
衰
え
を
取
り
戻

そ
う
と
体
力
作
り
に
励
ん
で
い

ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
カ
ラ
オ
ケ
、

粘
土
教
室
は
休
止
中
で
す
。

　

こ
の
町
会
の
あ
り
が
た
い
事

は
近
く
に
ま
つ
ば
ら
テ
ラ
ス

（
輝
）、
市
文
化
会
館
、
図
書
館
、

体
育
館
、
イ
ズ
ミ
ヤ
カ
ナ
ー
ト

モ
ー
ル
な
ど
、
徒
歩
4
～
5
分

で
行
け
る
範
囲
内
に
あ
り
ま

す
。
何
か
催
事
が
あ
れ
ば
、
町

会
の
皆
さ
ん
喜
ん
で
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
、
安
心
し
て
マ
ス
ク
が
外
せ

る
日
々
に
な
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。

（
高
見
松
寿
会　

本
庄　

満
枝
）

松

原

第

二

連

合

松

原

第

二

連

合
（

高

見

苑

）

（

高

見

苑

）

地
域
活
動
に
つ
い
て

事
業
報
告　

　

初
詣
（
多
賀
大
社
参
拝
）

①自分の身を守る　倒れてくるものなどから身を守る

②火の始末　　　　大揺れが収まってから消火

③家族の安否確認　家族が無事か確認

（安否確認がとれたらタオルをドアに結び、安否を周知させる→）

④避難経路の確保　可能であれば窓やドアを開けておく

⑤近所の安全確認　近所で火災等が起きていないか確認

防 災 情 報防 災 情 報 咄嗟の判断が

命を守ります

我が家は

無事です !
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　2 月 17 日㈮ 13 時、まつばらテラス（輝）で大阪ガスグループ福祉

財団の協力により 2022 年度松原市笑いと健康体操が開催されまし

た。開会のあいさつでは縄田会長がコロナ禍においてのクラブ活動に

感謝を述べました。元希者エクササイズから始まり、落語家の林家染

左さんが古典落語の演目「時うどん」を披露されました。　

　最後に、健康トレーナー

の堀江先生による日常生

活にも取り入れられるス

トレッチや、タオルを使用

したエクササイズを行い、

皆で体を動かし適度な汗

を流しました。　（保健部）

2022年度2022年度  笑いと健康体操笑いと健康体操

　5 月 15 日㈪、天美学園近鉄

自動車学校にて、高齢者自転車

大会が開催され各連合から 10 チーム（30 名）

が参加しました。目的は「多発する高齢者の

自転車利用による交通事故に歯止めを掛ける

ため、競技・座学形式により楽しみながら自転車に関する交通ルール

を学んでもらおう」というものです。内容は、自転車に関する交通ル

ールの筆記試験 10 問〇か×か、「自転車は軽車両であり自動車と同

じように車両と分類されるが、押して歩いているときは歩行者として

扱われる」等などです。そして、自転車に乗っての実技は、交通ルー

ルを守りながら、所定のコースを安全に乗りこなすというものでした。

みなさん日頃、自転車に乗り慣れている中でも、真剣に気楽に学んで

いる様子でした。本当にご苦労様でし

た。　　　　　（広報部　池田　　明）

◆大会結果◆

1 位　松原警察署長賞　　　　高見苑

2 位　交通安全協会長賞　　三宅連合

3 位　近鉄自動車学校校長賞　福寿苑

5/155/15
月曜日月曜日

高齢者自転車大会高齢者自転車大会
2/172/17
金曜日金曜日

　5 月 18 日㈭、松原市

民運動場にて、第 28 回

元希者クラブ松原グラウンド・ゴル

フ大会が開催され、192 名が参加し

ました。開会式は縄田会長のあいさ

つから始まり、元希者エクササイズを行い競技開始。参加者は、熱中

症に気を付けつつ、それぞれ声を掛け合い、「いけいけ！」「ナイス！」

と互いを鼓舞しながら挑みました。団体戦優勝はトロフィー、準優勝

は盾が贈呈され、参加者一同から拍手が送られました。　（体育部）

5/185/18
木曜日木曜日

第28回 元希者クラブ松原 グラウンド・ゴルフ大会第28回 元希者クラブ松原 グラウンド・ゴルフ大会

優　勝　山本　健三（松南苑）

準優勝　木下カネノ（松寿苑）

第３位　井原　道宏（松南苑）

※敬称略

個人の部

優　勝　松寿苑

団体の部

準優勝　高見苑

大 会 結 果大 会 結 果
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字
7
に
入
れ
た
ら
横
一
列
に
な

り
ビ
ン
ゴ
や
で
」、
ワ
イ
ワ
イ

に
ぎ
や
か
に
応
援
し
て
い
ま

す
。
輪
投
げ
は
や
っ
て
み
る
と

意
外
と
難
し
い
ゲ
ー
ム
で
、
狙

っ
た
場
所
に
し
っ
か
り
入
る
か

と
思
え
ば
入
ら
な
い
の
で
す
。

で
も
入
っ
た
時
は
皆
で
大
喜

び
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

す
。「
入
っ
た
ビ
ン
ゴ
30
点
！
」

最
後
に
得
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
の
心
を
一

つ
に
団
結
出
来
る
の
も
輪
投
げ

の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
毎

回
20
人
近
く
の
人
が
楽
し
み
に

集
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
小
川

園
む
つ
み
会
で
も
輪
投
げ
の
道

具
を
購
入
さ
れ
練
習
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
輪
投
げ
人

口
が
増
え
て
い
く
よ
う
に
、
女

性
部
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

（
恵
我
連
合　

和
楽
会

　

土
本　

輝
子
）

●
恵
我
連
合

輪
投
げ
ゲ
ー
ム
取
り
組
み
状
況

4
月
30
日
時
点

◦ 

令
和
5
年
度
か
ら
恵
寿
苑
を

中
心
に
取
り
組
み

◦
輪
投
げ
台
　

2
台
購
入

◦ 

各
ク
ラ
ブ
よ
り
参
加
者
を
募

集
し
、
月
1
回
～
2
回
開
催

し
ま
す
。

◦ 

今
後
、
苑
で
の
競
技
を
充
実

し
、
市
老
連
大
会
の
参
加
を

視
野
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

〈
実
施
済
み
日
〉

〇
3
月
7
日
　
　
14
名

〇
3
月
31
日
　
　
18
名

〇
4
月
1
日
　
　
11
名

〈
今
後
実
施
日
〉

〇
5
月
11
日
　
　

 

A 

M 

10
時
～

〇
5
月
20
日
　
　

 
A 

M 

10
時
～

　

令
和
4
年
9
月
各
苑
に

て
、
輪
投
げ
大
会
練
習
開

始
！　

天
美
荘
苑
長
以
下
、

男
性
ば
か
り
で
練
習
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昔
々
、
夜
店
で
遊
ん
だ
事

を
思
い
出
し
な
が
ら
…
中
々

思
う
様
に
方
向
も
バ
ラ
バ

ラ
、
小
学
生
の
子
供
の
方
が

上
手
と
違
う
？　

雑
談
も
し

な
が
ら
練
習
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

同
年
10
月
6
日
㈭
公
式
ワ

ナ
ゲ
代
表
決
定
戦
が
ま
つ
ば

ら
テ
ラ
ス
（
輝
）
に
て
開
催

さ
れ
、
幸
か
不
幸
か
5
位
に

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
12

月
を
迎
え
る
事
に
。

　

12
月
9
日
㈮
、
第
1
回

S
C
大
阪
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

団
体
戦
が
エ
デ
ィ
オ
ン
ア

リ
ー
ナ
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

府
下
23
の
自
治
体
参
加
で

我
が
マ
ッ
キ
ー
チ
ー
ム
3

位
。
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
、

又
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。台
が
古
く
、

輪
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
無
く
、

立
つ
位
置
を
工
夫
し
な
い
と

入
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
新
年
度
に
入
り
、

ま
ず
大
会
と
の
声
が
上
が

り
、
令
和
5
年
4
月
7
日
㈮

天
美
荘
大
会
を
15
名
に
て
開

催
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
も
参
加
さ
れ
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

競
技
自
体
は
単
純
と
思
い

ま
す
が
、
色
々
考
え
る
事
に

よ
り
、
シ
ニ
ア
に
は
〇
〇
防

止
に
な
る
か
も
？　

練
習
で

は
10
回
位
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
を

出
し
て
い
ま
す
が
、
大
会
で

の
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
が
無
い
の

で
、
高
結
果
を
出
す
為
、
最

近
月
4
～
5
回
の
練
習
日
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
々
努
力

し
、
精
進
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

（
天
美
西
連
合　

　
　

池
内
シ
ニ
ア
会　

藤
井　

末
次
）

◆
結
果
発
表
◆
　
※
敬
称
略

（
3
回
戦
合
計
点
）

優
勝
　
藤
井
　
末
次3

3
9
点

2
位
　
梅
田
　
和
彦2

8
0
点

3
位
　
小
笠
原
正
富1

9
6
点

公
式
ワ
ナ
ゲ
競
技

公
式
ワ
ナ
ゲ
競
技

に
思
う

に
思
う

　

3
月
30
日
㈭
、
13
時
か
ら

弁
天
苑
で
各
単
位
ク
ラ
ブ
対

抗
輪
投
げ
大
会
が
、
1
チ
ー

ム
5
名
、
8
チ
ー
ム
の
参
加

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
当
日

予
期
せ
ぬ
色
々
な
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
有
っ
た
中
、
ゲ
ー
ム
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
審
判
員
の

方
々
が
大
奮
闘
し
ま
し
た
）
。

　

豪
華
景
品
を
目
指
し
て
各

チ
ー
ム
毎
「
次
は
〇
点
で
ビ

ン
ゴ
よ
」「
よ
か
っ
た
ね
」「
あ

～
あ
残
念
」
と
コ
ロ
ナ
で
溜

ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
を
発
散
⁉

　

不
充
分
で
は
有
り
ま
し
た

が
、
短
期
間
の
練
習
で
各
人

が
試
合
に
挑
み
、
2
時
間
余

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
1
月
か
ら
苑
で
輪
投

げ
部
を
作
る
に
当
た
り
、
ニ

ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
開
発
部

員
、
他
の
人
も
加
わ
り
、
3

人
が
普
及
員
と
な
り
、
苑
長

の
多
彩
な
助
言
、
各
単
位
ク

ラ
ブ
の
会
長
の
方
々
に
会
員

を
募
っ
て
頂
く
等
、
大
き
な

援
助
の
も
と
開
部
が
出
来
、

3
月
に
大
会
を
行
う
運
び
と

な
り
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ

た
し
良
か
っ
た
わ
」等

「々
ま

た
や
っ
て
ね
」
の
嬉
し
い
言

葉
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
新
役
員
に
な
ら

れ
た
方
々
の
力
も
結
集
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
輪
投
げ
が

楽
し
め
る
部
に
発
展
出
来
る

よ
う
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
天
美
東
連
合　

　

堀
み
ど
り
ク
ラ
ブ

　

長
瀬　

光
子
）

　

今
年
に
入
り
、
恵
寿
苑
で

2
台
の
輪
投
げ
の
道
具
を
購

入
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

2
月
に
指
導
員
さ
ん
に
講

習
に
来
て
頂
き
、
女
性
部
が

輪
投
げ
の
ル
ー
ル
や
点
数
の

つ
け
方
を
学
び
ま
し
た
。
3

月
よ
り
月
2
回
の
練
習
を
始

め
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の
会

長
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
頂
き

毎
回
20
名
位
の
人
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
ル
ー
ル
の
説
明
を

し
て
左
、
右
2
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

投
げ
て
い
る
人
も
見
て
い
る

人
も
一
丸
と
な
り
「
そ
こ
の

数
字
2
に
入
れ
た
ら
ナ
ナ
メ

一
列
ビ
ン
ゴ
に
な
る
で
」「
数

弁
天
苑
で
輪
投
げ

弁
天
苑
で
輪
投
げ

大
会
し
ま
し
た

大
会
し
ま
し
た

輪
投
げ
を

輪
投
げ
を

始
め
ま
し
た

始
め
ま
し
た
‼‼

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、

輪
投
げ
の
活
動
を
ご
紹
介
！

輪
投
げ
の
活
動
を
ご
紹
介
！
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令
和
5
年
2
月
25
日
㈯
文
化

会
館
で
上
映
、
映
画
を
見
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
い
て
ど

う
生
き
て
ゆ
く
か
、
私
も
1
人

暮
ら
し
、
子
供
た
ち
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る

け
ど
先
の
事
は
分
か
ら
な
い
、

で
も
私
は
後
5
年
は
生
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
少
し
歩
く
事
が
出
来
る

か
ら
、
旅
行
や
美
味
し
い
食
事

を
し
て
友
達
と
楽
し
く
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
松
南
苑
で
は
色
々
習
い
事
を

し
て
、
踊
り
、
大
正
琴
、
太
極

拳
、
カ
ラ
オ
ケ
、
銭
太
鼓
と
朝

は
9
時
30
分
よ
り
ラ
ジ
オ
体
操

し
て
、
毎
日
楽
し
く
、
ま
た
皆

ん
な
と
話
し
て
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
一
人
淋
し
く
テ
レ
ビ
を

み
て
家
か
ら
出
な
い
人
は
足
腰

が
弱
り
早
く
認
知
症
に
な
り
が

ち
で
す
よ
！　

と
も
か
く
家
か

ら
一
歩
で
も
出
て
自
分
た
ち
の

苑
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
も
数
年
前
に
心
筋
梗
塞
で

救
急
車
に
お
世
話
に
な
っ
た

り
、
大
き
な
交
通
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
て
生
死
の
境
を
彷
徨

い
ま
し
た
。
未
だ
に
目
と
足
に

後
遺
症
が
残
り
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
で
も
負
け
て
は
ダ
メ
だ
と

奮
起
し
、
次
の
元
希
者
の
集
い

で
踊
り
た
い
の
で
、
足
を
ひ
き

ず
り
な
が
ら
日
本
舞
踊
の
稽
古

に
専
念
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
生
き
て
い
た
い
、
1
人
だ

か
ら
孤
独
死
に
な
り
た
く
な
い

な
、
認
知
症
に
も
な
り
た
く
な

い
、
で
も
先
の
事
は
分
か
ら
な

い
の
が
人
生
や
、
何
時
も
布
団

の
中
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
何
を
思
っ
て
生
活

し
て
い
ま
す
か
？

　

生
命
の
貯
蓄
体
操
を
は
じ
め

て
5
年
が
す
ぎ
ま
す
。

　

変
形
性
膝
関
節
症
と
診
断
さ

れ
、
色
々
な
病
院
に
通
っ
て
い

る
時
、
こ
の
教
室
に
誘
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
最
初
は
正
座
も
出

来
ず
足
を
伸
ば
し
て
座
っ
て
い

ま
し
た
。
台
座
の
作
り
方
を
教

え
て
頂
き
台
座
を
両
足
に
挟
ん

で
座
っ
て
い
ま
し
た
。
気
が
つ

け
ば
半
年
ほ
ど
前
よ
り
台
座
な

し
で
正
座
が
出
来
る
様
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

毎
回
体
操
を
始
め
る
前
の
先

生
の
お
話
し
が
楽
し
く
た
め
に

な
っ
て
い
ま
す
。
1
つ
1
つ
の

動
作
の
効
果
な
ど
毎
回
言
っ
て

下
さ
り
分
か
り
や
す
い
で
す
。

庭
の
草
抜
き
、
座
り
過
ぎ
、
歩

き
過
ぎ
の
時
は
要
の
第
１
、2
、

3
の
動
作
を
心
が
け
て
行
う
様

に
し
て
い
ま
す
。
腰
や
足
が
楽

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
要
の

第
４
動
作
と
五
導
術
の
第
30
動

作
が
出
来
る
様
に
な
る
事
で

す
。

　

先
生
方
、
皆
様
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
一
日
で
も
永

く
身
体
に
気
を
つ
け
て
続
け
て

い
け
る
様
に
頑
張
り
ま
す
の
で

ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
の
戦
局
が
悪
化

し
た
1
9
4
4
年
10
月
、
日
本

海
軍
は
爆
弾
を
積
ん
だ
飛
行
機

な
ど
で
、
敵
艦
に
体
当
た
り
す

る
神
風
特
別
攻
撃
隊（
特
攻
隊
）

を
編
成
し
た
。
九
州
の
特
攻
基

地
と
い
え
ば
「
知
覧
」。
今
は

海
上
自
衛
隊
の
航
空
基
地
と

な
っ
て
い
る
。
滑
走
路
の
位
置

は
旧
海
軍
と
同
じ
。
終
戦
後
、

特
攻
隊
員
た
ち
が
飛
び
た
っ
た

滑
走
路
付
近
に
咲
く
よ
う
に

な
っ
た
黄
色
い
花
の
群
れ
が
あ

り
、
地
元
で
は
「
特
攻
花
」
と

呼
ば
れ
、
外
来
種
と
の
こ
と
。

特
攻
隊
員
た
ち
が
飛
び
た
っ
た

滑
走
路
付
近
に
咲
く
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ

た
と
い
う
。

　

10
代
か
ら
20
代
ち
ょ
っ
と
の

若
者
が
「
空
飛
ぶ
棺
桶
」
と
も

呼
ば
れ
た
特
攻
機
で
、
青
春
を

謳
歌
す
べ
き
人
間
が
命
を
絶
ち

き
る
の
は
無
念
だ
っ
た
ろ
う
。

鮮
や
か
で
可
憐
な
花
を
空
か
ら

見
て
お
ら
れ
る
か
も
。

　

松
寿
苑
で
生
け
花
の
お
け
い

こ
が
楽
し
く
、
咲
き
誇
る
姿
に

力
づ
け
ら
れ
る
。
珍
し
い
花

を
見
る
と
心
躍
る
。
千
葉
県
平

塚
寿
会
の
皆
さ
ん
方
、
花
を
育

て
成
長
の
姿
を
楽
し
ん
で
脳
ト

レ
に
な
る
と
盛
ん
だ
そ
う
（
連

合
会
広
報
紙
ね
ん
り
ん
よ
り
）。

お
花
を
見
る
と
誰
も
が
優
し
い

心
に
な
り
、
む
ご
い
戦
争
を
す

る
な
ん
て
考
え
な
い
。「
平
和

と
花
は
常
に
美
し
い
」。

　　

先
日
、
通
販
で
キ
ー
ボ
ー
ド

を
買
い
ま
し
た
。
10
年
以
上
前

ウ
ク
レ
レ
を
買
っ
て
教
室
に
も

通
い
ま
し
た
が
、妻
の
看
病
で
、

半
年
足
ら
ず
で
教
室
を
や
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
習
っ
た
事
を

思
い
出
し
な
が
ら
曲
を
弾
い
て

い
ま
し
た
が
、
弦
が
は
ず
れ
て

し
ま
い
、
そ
れ
っ
き
り
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ケ
な
い
為
に
手
指
を
使

う
、
頭
を
働
か
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
と
、
新
聞
テ
レ
ビ
で
よ

く
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。
私
も

何
か
や
り
た
い
、
し
か
も
楽
し

い
こ
と
を
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
広
告
が
目

に
留
り
ま
し
た
。
全
く
弾
け
な

い
け
ど
、
鍵
盤
が
光
っ
て
弾
く

と
こ
ろ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
な
ら
弾
け
そ
う
と
購
入
を

決
め
ま
し
た
。
世
界
の
名
曲
と

か
日
本
の
名
曲
、
歌
謡
曲
等
々

多
く
の
曲
が
入
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
鍵
盤
に
触
る
の
に
こ

わ
ご
わ
で
し
た
。
触
っ
て
ど
ん

な
音
が
出
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
。

最
初
に
練
習
し
た
曲
は
「
ふ
る

さ
と
」で
し
た
。リ
ズ
ム
が
ゆ
っ

く
り
で
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
覚
え

て
る
（
歌
え
る
）
の
が
私
の
前

提
条
件
で
し
た
。

　

目
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
、
次
ど

の
鍵
盤
が
光
る
の
か
、
音
の
長

さ
は
短
い
の
か
長
い
の
か
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
と
集
中
し

て
い
ま
す
が
、
あ
ち
こ
ち
、
隣

の
鍵
盤
を
弾
い
た
り
、
早
く
弾

き
過
ぎ
た
り
、遅
れ
た
り
、中
々

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
も
う
一

度
や
り
直
し
、
更
に
や
り
直
し

の
連
続
で
し
た
。
あ
る
程
度
弾

け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
1
曲
弾
け

る
と
、
次
の
曲
は
短
期
間
で
弾

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
月

の
砂
漠
」「
み
か
ん
の
花
咲
く

丘
」「
花
」
等
々
で
す
。
そ
の

評
価
も「
ス
ゴ
イ
」「
カ
ン
ペ
キ
」

で
表
示
さ
れ
ま
す
。
気
持
は
ニ

ン
マ
リ
。
ま
だ
3
カ
月
程
で
す

が
楽
し
く
、
気
分
良
く
や
っ
て

い
ま
す
。
間
違
い
が
な
い
様
に

集
中
し
て
や
っ
て
ま
す
が
、
30

分
位
が
限
界
で
す
。
ち
ょ
っ
と

気
を
抜
く
と
、
間
違
い
が
多
く

な
っ
て
…
「
今
日
は
終
わ
り
」

と
自
分
で
終
業
ベ
ル
を
鳴
ら
し

ま
す
。

　

私
は
雪
深
い
越
後
の
山
奥
で

昭
和
13
年
に
生
れ
、
中
学
校
ま

で
田
舎
で
育
ち
ま
し
た
。
当
時

の
田
舎
と
大
都
会
と
は
流
通
や

情
報
面
で
は
10
年
以
上
の
遅
れ

が
あ
っ
た
様
に
思
う
。
高
卒
と

同
時
に
大
阪
に
来
ま
し
た
。
先

ず
関
西
弁
に
苦
労
し
た
。
大
阪

弁
は
ラ
ジ
オ
で
ア
チ
ャ
コ
、
エ

ン
タ
ツ
の
漫
才
位
し
か
耳
に
し

た
事
が
な
い
、
だ
ん
だ
ん
馴
れ

て
来
て
、
大
阪
良
い
と
こ
気
候

も
温
暖
、
暮
し
易
い
と
思
う
様

に
な
っ
た
。
職
場
も
3
回
変
っ

た
。
そ
の
都
度
友
達
に
も
恵
ま

れ
た
。
今
も
大
切
に
つ
き
合
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
ど
う
し
て
も
書
き
た
い

と
思
う
人
が
い
ま
す
。
そ
の
方

は
佐
川
隆
夫
さ
ん
で
す
。
こ
の

2
月
に
急
逝
さ
れ
、
追
悼
に

な
っ
た
事
は
本
当
に
悔
し
い
思

い
で
一
杯
だ
。
佐
川
さ
ん
と
は

ゴ
ル
フ
で
知
り
合
っ
た
。
バ
ス

の
中
、
愚
鈍
の
話
も
聞
い
て
頂

い
た
。
何
か
周
波
が
飛
ん
だ
。

又
一
人
良
い
友
人
が
出
来
た
。

酒
（
焼
酎
ロ
ッ
ク
）
も
愛
し
た
。

私
も
好
き
だ
。
人
生
の
目
標
に

し
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
も
私

よ
り
も
ま
だ
小
柄
乍
ら
馬
力
も

ス
タ
ミ
ナ
も
あ
り
ミ
ス
シ
ョ
ッ

ト
に
は
自
分
に
対
す
る
口
惜
し

さ
を
表
す
。
そ
し
て
人
生
に
張

り
を
作
る
事
に
前
向
き
な
生
き

方
を
お
持
ち
の
方
で
し
た
。

　

お
互
い
田
舎
の
出
で
あ
り
、

草
木
の
茂
る
山
里
が
懐
か
し
く

恋
し
い
思
い
の
共
通
点
が
あ
り

匂
い
を
好
ん
だ
。
新
緑
の
木
の

下
に
寝
こ
ろ
ん
で
手
足
を
伸

し
、
薫
風
が
頬
に
心
地
良
く
、

そ
し
て
木
漏
れ
陽
も
れ
る
草
む

ら
で
「
め
ざ
し
」
を
か
じ
り
一

杯
飲
み
乍
ら
語
る
。
こ
れ
が
2

人
の
小
さ
な
男
の
ロ
マ
ン
だ
っ

た
。
然
し
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
遮
ら
れ
、

叶
わ
ぬ
ま
ま

逝
っ
た
貴
兄
へ
の
思
い
が
悔
し

い
。

　

私
達
の
町
会
で
は
、
ホ
ー
ル

で
の
文
化
講
演
会
が
コ
ロ
ナ
下

の
た
め
2
年
間
開
か
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て

令
和
2
年
11
月
、
令
和
3
年
11

月
に
秋
空
の
下
で
野
外
で
の
文

化
活
動
と
し
て
小
学
校
校
区
の

歴
史
散
歩
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
い
つ
も
目
に
し
、
通
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
↖

松
原
第
三
連
合

松
東
福
寿
会

松
東
福
寿
会
　

髙
橋
登
美
子

髙
橋
登
美
子

特
攻
花

特
攻
花

松
原
第
三
連
合

阿
保
永
寿
会

阿
保
永
寿
会

田
上　

幸
子

田
上　

幸
子

笑
顔
・
元
気

笑
顔
・
元
気

新
町
第
一
連
合

ボ
ケ
防
止

ボ
ケ
防
止

長
寿
会　

長
寿
会　

成
富　

恭
彦

成
富　

恭
彦

松
原
第
一
連
合

松
南
苑

松
南
苑

小
林　

良
子

小
林　

良
子

い
の
ち
の
停
車
場

い
の
ち
の
停
車
場

（
映
画
を
見
て
）

（
映
画
を
見
て
）

天
美
東
連
合

小
さ
な
ロ
マ
ン

小
さ
な
ロ
マ
ン

堀
み
ど
り
ク
ラ
ブ

堀
み
ど
り
ク
ラ
ブ

石
川　

金
繁

石
川　

金
繁

恵
我
連
合和

楽
会

和
楽
会

曽
我　

正
雄

曽
我　

正
雄

え
っ
　
ほ
ん
と
う
　

え
っ
　
ほ
ん
と
う
　

知
ら
な
か
っ
た
な
あ
！

知
ら
な
か
っ
た
な
あ
！
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歴
史
が
あ
っ
た
の
か
人
々

の
営
み
が
あ
っ
た
の
か
と
感

嘆
し
ま
し
た
。
松
原
の
い
ろ
は

か
る
た
に
「
一
津
屋
に　

残
る

ト
リ
キ
は　

昔
人
の
知
恵
」
と

あ
り
ま
す
が
、
ず
っ
と
昔
に
、

ポ
ン
プ
も
何
も
な
か
っ
た
時
代

に
堰
を
造
り
、

東
除
川
の
水
を

三
ツ
池
に
導
き
、
昔
か
ら
現
在

ま
で
多
く
の
田
畑
を
潤
し
て
き

た
の
か
と
ト
リ
キ
を
見
て
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
島
泉
で
泉
が

湧
く
た
め
日
照
り
が
何
日
続
い

て
も
東
除
川
が
涸
れ
な
か
っ
た

の
で
、不
死
川
（
し
な
ず
が
わ
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。

　

推
古
天
皇
の
時
に
創
建
さ
れ

た
明
教
寺
の
住
職
さ
ん
の
苗
字

が
不
死
川
さ
ん
、
東
除
川
が
鬼

滅
の
刃
に
も
登
場
す
る
と
知
っ

て
二
度
び
っ
く
り
！　

厳
島
神

社
、
深
居
神
社
、
若
林
神
社
、

大
堀
八
幡
神
社
、
東
除
川
と
落

堀
川
と
の
合
流
地
点
、
熱
田
神

社
、
大
海
池
と
字
数
が
オ
ー

バ
ー
す
る
の
で
書
け
ま
せ
ん
が

「
え
っ
ほ
ん
と
う
知
ら
な
か
っ

た
な
あ
！
」
の
連
続
で
、
地
域

の
人
々
と
散
策
し
た
楽
し
い
半

日
で
し
た
。

（
注
釈
）

　

東
除
川
の
西
が
一
津
屋
集
落

で
東
が
小
川
集
落
で
あ
る
。
小

川
の
西
南
の
東
除
川
に
堰
が
あ

り
、
こ
れ
を
小
川
の
ト
リ
キ
と

呼
ぶ
。
こ
の
堰
に
よ
っ
て
東
除

川
の
水
は
水
路
経
て
、
小
川
の

三
ツ
池
に
流
れ
、
そ
こ
か
ら
用

水
路
に
よ
っ
て
若
林
、
小
川
、

津
堂
、
川
辺
の
田
畑
に
水
が
送

ら
れ
た
。
奥
に
見
え
る
の
が
小

川
の
ト
リ
キ
で
あ
る
。

　

児
童
公
園
は
都
市
公
園
法
施

行
令
第
2
条
に
よ
っ
て
「
誘
致

距
離
2
5
0
ｍ
の
範
囲
内
で
1

近
隣
住
区
当
た
り
4
カ
所
を
、

1
カ
所
0
・
2
5
ha
を
基
準
と

し
て
配
置
す
る
」
と
規
定
、
地

域
の
子
ど
も
の
遊
び
空
間
と
し

て
建
設
省
が
地
方
自
治
体
と
共

に
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
児
童
公
園
が
、
地
域
の

子
ど
も
の
中
で
い
か
な
る
役

割
を
果
た
し
得
て
い
る
で
し
ょ

う
。

　

残
念
な
が
ら
、
子
ど
も
の
利

用
は
思
い
の
ほ
か
低
い
。
な
ぜ

か
、
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
児
童
公
園
の
未
来
に
と
っ

て
、
ま
た
児
童
公
園
の
今
後
の

構
想
、
子
ど
も
の
成
長
、
発
達

に
と
っ
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

子
ど
も
の
声
は
、
お
も
し
ろ

い
か
ら
遊
ぶ
は
少
な
く
、「
他

に
遊
び
場
が
な
い
か
ら
」「
家

か
ら
近
い
か
ら
」
と
消
極
的
で

し
た
。「
公
園
に
あ
き
た
か
ら
」

「
行
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
」「
狭

く
て
広
い
場
所
を
つ
か
う
遊
び

が
で
き
な
い
」「
ボ
ー
ル
遊
び

が
禁
止
に
な
っ
て
る
」「
遊
び

道
具
が
少
な
い
か
ら
」
は
、
積

極
的
に
利
用
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
不
満
で
す
。

　

こ
の
子
ど
も
の
声
に
、「
健

や
か
で
賢
い
子
」
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
親
、大
人
た
ち
は
、

何
を
す
べ
き
か
考
え
た
い
も
の

で
す
。

　

児
童
憲
章
に
は
「
全
て
の
児

童
に
よ
い
遊
び
場
と
文
化
財
が

用
意
さ
れ
、
悪
い
環
境
か
ら
守

ら
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

我
々
の
出
番
か
な
。

　

交
通
信
号
機
が
【
赤
】
に
な

れ
ば
【
止
ま
れ
】・【
青
】
に
な

れ
ば
【
進
め
】・【
黄
色
】
は
【
注

意
】、
こ
れ
は
私
た
ち
が
知
っ

て
い
る
一
般
常
識
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

通
常
は
交
通
信
号
機
に
従
っ

て
行
動
を
し
ま
す
が
、
時
と
し

て
（
な
ん
で
俺
の
と
こ
ろ
で

「
赤
」に
す
る
ん
や
）・（
く
そ
ぉ
。

も
う
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
た

ら
、止
ま
ら
ず
に
行
け
た
の
に
）

と
、思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

私
も
、
三
宅
小
学
校
の
門
前

で
学
童
の
交
通
安
全
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
立
ち
ま
し
た
。
ご
存

じ
の
方
も
お
い
で
だ
と
思
い
ま

す
が
、
校
門
前
は
旧
中
高
野
街

道
で
交
通
量
が
結
構
多
い
道
で

す
。
下
校
時
は
私
た
ち
と
学
校

の
警
備
員
さ
ん
が
、
学
童
が
安

全
に
横
断
歩
道
を
渡
り
き
る
か

を
確
か
め
る
た
め
に
立
ち
番
を

し
て
い
ま
す
。

　

学
童
が
校
門
前
で
信
号
機
の

ボ
タ
ン
を
【
青
】
に
押
し
ま
す

と
、
当
然
、
車
は
【
赤
】
で
止

ま
り
ま
す
。
こ
の
時
、
警
備
員

さ
ん
が
車
の
運
転
手
に
向
か
っ

て
頭

こ
う
べ

を
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
運
転
手
さ
ん
に
対
し
て

（
あ
り
が
と
う
）
の
気
持
ち
と
、

感
謝
の
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
い
つ
頃
か
ら

さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
ま
せ
ん

が
、
学
童
の
安
全
を
願
う
気
持

ち
と
、
き
っ
ち
り
止
め
て
頂
い

た
感
謝
の
気
持
ち
の
表
れ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
、（
こ
こ
ち
よ
い
、
あ

り
が
と
う
）
を
学
ば
な
け
れ
ば

と
思
い
つ
つ
で
き
な
い
で
お
り

ま
す
。

　

本
当
に
ご
苦
労
さ
ん
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
図
書
館
を
よ
く
利
用

す
る
。
50
代
頃
ま
で
は
小
難
し

い
エ
ッ
セ
イ
と
か
読
ん
で
い
た

が
、
近
頃
は
気
力
も
な
く
専
ら

勧
善
懲
悪
の
権
化
の
様
な
時
代

小
説
に
嵌
ま
っ
て
い
る
。
精
神

衛
生
上
に
も
良
い
と
納
得
し
つ

つ
。

　

本
を
借
り
て
気
づ
い
た
こ
と

が
あ
る
。
本
の
ペ
ー
ジ
数
が

書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
を
丸
で
囲

む
。
本
の
端
を
折
る
。
栞
の
代

用
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
ら
は
序

の
口
だ
。
ご
存
知
だ
ろ
う
か
稀

に
間
違
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

例
え
ば
登
場
人
物
の
名
前
な

ど
、
そ
の
間
違
っ
た
箇
所
を
看

過
出
来
な
い
人
が
い
る
。
鬼
の

首
で
も
取
っ
た
か
の
様
に
鉛
筆

で
、
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
、
酷

い
の
に
な
る
と
赤
の
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
線
を
引
き
校
正
者
気
取
り

で
訂
正
す
る
。
自
分
の
本
で
あ

れ
ば
そ
う
す
れ
ば
良
い
が
、
後

か
ら
読
む
人
は
興
醒
め
だ
。

　

図
書
館
の
本
は
皆
が
利
用
す

る
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
気
持
ち

良
く
た
の
し
み
た
い
も
の
で
あ

る
。

　

ビ
ー
ル
が
旨
く
な
る
我
家
の

簡
単
な
方
法
で
す
。
此
れ
か
ら

日
増
し
に
気
温
が
上
っ
て
き
ま

す
が
、
そ
こ
で
旨
い
の
が
キ
ン

キ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
。
湯
上

り
に
は
た
ま
り
ま
せ
ん
ね
！

　

と
に
か
く
普
通
に
ビ
ー
ル
を

注
ぐ
だ
け
、
た
っ
た
其
れ
だ
け

で
す
。
違
い
は
、
タ
ン
ブ
ラ
ー

が
錫
製
な
だ
け
。
と
に
か
く
泡

が
キ
メ
細
か
く
ビ
ア
ホ
ー
ル
で

飲
む
生
ビ
ー
ル
並
で
す
。

　

写
真
を
比
較
し
て
く
だ
さ

い
。
誰
が
見
て
も
、
泡
だ
け
で

旨
い
と
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　

機
会
が
有
れ
ば
試
し
て
み
て

は
…

三
宅
連
合白

石
き
ら
く
会

白
石
き
ら
く
会

池
田　
　

明

池
田　
　

明

児
童
公
園
の
現
状
は

児
童
公
園
の
現
状
は

「
出
番
か
な
？
」

「
出
番
か
な
？
」

三
宅
連
合西

白
き
ら
く
会

西
白
き
ら
く
会

佐
原　

和
子

佐
原　

和
子

世
迷
い
言

世
迷
い
言

三
宅
連
合東

き
ら
く
会

東
き
ら
く
会

大
西　

美
博

大
西　

美
博

こ
こ
ち
よ
い
・

こ
こ
ち
よ
い
・

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

◆ 原稿募集
　次号「元希者だより」第 69 号（令和 6 年 1 月号）

に、会員皆さまからの投稿をお待ちしています。指

定の原稿用紙 2 枚以内に収め、関連写真を添えて

いただければ幸いです。随想はお一人様 2 題まで、

また文芸作品はお一人様 2 句（首）までとさせて

いただきます。

■原稿締切…10 月 5 日㈭

■ 宛　　先…各単位クラブの会長、連合会長までお

届けください。各苑でとりまとめ、広報部員が部

会に持参します。

※ 必ず所属連合名とクラブ名、住所、氏名、電話番

号、文芸作品の場合は種類と優先順位を明記して

ください（不明の場合は問い合わせをする場合が

あります）。

日
時
：
令
和
5
年
5
月
25
日
㈭　

場
所
：
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
弁
天
苑

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原  

囲
碁
・
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

囲
碁
・
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

恵
我
連
合

ビ
ー
ル
が
旨
い

ビ
ー
ル
が
旨
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン

い
き
い
き
サ
ロ
ン

市
場　

一
男

市
場　

一
男

【有段者】

優　勝　野口　繁久（天美東）

準優勝　篠本　　明（天美西）

【級位者】

優　勝　麓　　　潔（天美東）

準優勝　福田　　隆（天美東）

【有段者】

優　勝　西田　正市（松原第 3）

準優勝　片山　忠旦（天美東）

【級位者】

優　勝　鞆津　正則（松原第 2）

準優勝　小畑　松夫（天美東）
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松
原
第
一
連
合
　
神
鳥
　
光
宏

雪
時し

ぐ

れ雨
早
寝
の
窓
を
叩た

た

く
風

暖
か
い
部
屋
よ
り
見
ゆ
る
雪
の
舞

新
町
第
一
連
合
　
成
富
　
恭
彦

青
空
に
桜
き
ら
め
き
胸
お
ど
る

寒
暖
差
布
団
に
迷
う
春
の
夜

天
美
東
連
合
　
　
坂
田
　
和
子

虫
干
し
や
母
の
着
物
の
丈
短
か

青
嵐
の
厨
に
ひ
と
り
鍋
み
が
く

天
美
東
連
合
　
　
菊
池
　
一
子

ま
ん
か
い
の
テ
ッ
セ
ン
な
が
め
ま
ぶ
し
い
な
あ

天
美
東
連
合
　
　
原
　
　
祥
子

寒
い
日
々
過
れ
ば
す
ぐ
に
暑
さ
か
な

天
美
東
連
合
　
　
福
岡
満
須
江

き
を
つ
け
よ
ね
っ
ち
ゅ
う
し
ょ
う
に
さ
く
ら
ち
り

天
美
西
連
合
　
　
角
田
ス
ミ
子

陵
み
さ
さ
ぎ

へ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
風か
ぜ

五ご

が

つ月

青あ
お

田た

風か
ぜ

選
手
の
声
を
の
せ
て
来
し

天
美
西
連
合
　
　
山
岡
　
恵
子

万ば
ん

緑
り
ょ
く

や
対
岸
に
た
つ
磨ま

崖が
い

佛ぶ
つ

此
処
よ
り
は
川
の
名
変
は
る
山や

ま

法ぼ

う

し師

天
美
西
連
合
　
　
木
村
　
雅
子

ど
の
亀
も
春

し
ゅ
ん

泥で
い

か
わ
く
宮み

や

い居
か
な

兜
か
ぶ
と

折
る
紙
の
い
ろ
い
ろ
子
供
の
日

松
原
第
三
連
合
　
大
西
つ
ね
子

卓
球
の
カ
ウ
ン
ト
執と

り
し
今
な
ん
ぼ

　

頭
の
体
操
皆
笑
い
な
り

松
原
第
三
連
合
　
野
田
　
節
子

歯
医
者
に
は
言
い
に
く
け
れ
ど
失
し
た
り

　

作
り
し
て
間
な
き
部
分
入
れ
歯
を

天
美
東
連
合
　
　
麓
　
　
冴
子

米
寿
終
え
迎
え
た
卆
寿
ま
だ
生
き
る

　

次
は
白
寿
か
老
人
ホ
ー
ム

天
美
東
連
合
　
　
菅
　
　
禎
子

ね
ぇ
貴
男
テ
レ
ビ
観
る
そ
の
姿

　

背
の
曲
が
っ
た
「
牛ウ

シ

」
に
な
り
ま
す
よ

声
が
若
い
と
言
わ
れ
て
も
階
段
の
登
り
降
り
す
る
そ
の
姿

　

あ
ゝ
腰
が
痛
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

松
原
第
一
連
合
　
神
鳥
　
光
宏

今
日
も
又
孤こ

独ど
く

の
グ
ル
メ
味
わ
ひ
て

松
原
第
二
連
合
　
喜
多
　
豊
子

お
じ
い
さ
ん
消
毒
だ
か
ら
と
飲
む
お
酒

松
原
第
二
連
合
　
辻
本
　
信
子

梅
花
祭
琴
の
調
べ
に
香
り
舞
う

松
原
第
二
連
合
　
五
味
　
道
子

市
老
連
歳
と
っ
て
も
青
年
部

松
原
第
二
連
合
　
笠
松
津
多
子

寒
の
入
り
日
本
列
島
氷
づ
け

松
原
第
二
連
合
　
安
芸
　
和
子

お
婆
さ
ん
国
産
な
の
に
毒
が
あ
る

松
原
第
三
連
合
　
野
田
　
節
子

サ
ン
グ
ラ
ス
は
っ
と
す
る
ほ
ど
父
に
似
て

天
美
東
連
合
　
　
大
塚
正
治
郎

高
齢
者
・
後
期
高
齢
者
・
私
は
も
う
末
期
高
齢
者

天
美
西
連
合
　
　
岩
本
チ
ズ
子

さ
が
し
も
の
目
の
前
に
あ
っ
て
も
さ
が
し
て
る

朝
食
を
食
べ
た
の
忘
れ
モ
ー
ニ
ン
グ

天
美
西
連
合
　
　
林
　
美
保
子

こ
わ
ご
わ
と
入
れ
歯
デ
ビ
ュ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン

笑
い
じ
わ
鏡
の
ヒ
ビ
か
と
そ
っ
と
撫な

で

天
美
西
連
合
　
　
石
田
　
盛
夫

遊
び
癖
畑
も
掃
除
も
ま
た
あ
し
た

超
美
人
し
ょ
ん
べ
ん
し
た
い
と
し
な
や
か
に
…

天
美
西
連
合
　
　
南
野
　
明
子

物
価
高
騰
厳
し
さ
募つ

の

り
身
が
ち
ぢ
む

避ひ

な

ん難
場
所
荷
物
ま
と
め
て
急
ぎ
足

恵
我
連
合
　
　
　
山
本
　
繁
義

大
相
撲
み
ん
な
仲
良
し
上
下
な
し

大
相
撲
み
ん
な
仲
良
く
星
分
け
る

松
原
第
三
連
合
　
松
寿
苑
川
柳
藁
字
の
会

建
部
　
衣
代

気
が
つ
け
ば
お
し
ゃ
べ
り
昔
の
こ
と
ば
か
り

髙
橋
登
美
子

卆
寿
す
ぎ
明
日
を
夢
み
る
桜
も
ち

浦
田
　
勝
子

華
に
酔
い
若
葉
に
目
覚
め
桜
二
度

池
田
あ
や
か

忍
び
よ
る
一
年
に
は
勝
て
ぬ
物
忘
れ

石
尾
　
弘
美

賑
や
か
に
手
編
み
の
服
で
野
に
あ
そ
ぶ長

岡
　
綾
子

善
き
縁
は
誘
わ
れ
入
り
し
趣
味
一
つ

西
田
　
洋
子

つ
ま
ず
い
た
ふ
と
見
た
床
に
段
差
な
し

ママといっしょにお砂遊び好きママといっしょにお砂遊び好き

　　（三宅白石きらく会　池田　　明）（三宅白石きらく会　池田　　明）
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